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41．休憩中 に お ける姿勢変化 と心弾動図

　　松野義晴 （国 際 武 道 大学研 究 生 ）

【目的】近年，精密な圧 力板 の 出現 に よ り，血液 の

拍出 に伴 う生体内 の 振動 （心拍動 ）を導出す る心弾

動 図 （バ リ ス トカ
ー

デ ィ オ グ ラ ム ）の 測定が容易 と

な っ た。本研究 で は，休憩中 の 姿勢変化が運動負荷

後の 心弾動図 に影響を及 ぼ す か否か に つ い て考察す

る こ と を 目的 と した 。

【方法】身長 168cm，体重75kg，28歳 の 健常 成人男

了
Ll

名を被検者と し て採用 した 。 測定に は， 2 台の

小型圧力板 （キ ス ラー一社 製 ；40cm × 60cm）を用 い ，

圧 力板の 上 に ベ
ッ ト とみ な せ る板を載せ ，そ の 上 で

被検 者が休憩姿勢 を保持 した際 の 心弾動図 を測定 し

た。特に，床面 と圧力板 さらに 板 （ベ ッ ト）と の 間

に は
， 心拍動 以 外 の 明 ら か な 雑 畠の 混 人 を緩衝す る

た め 毛布を挿 入 した ， 被検者 は 時速 11km に 設定 し

た電動式 ト レ ッ ドミ ル （酒井医療社製）に て 走行運

動 を行 い ，心拍 数 180拍／分 に 上昇 し た後，運動 を

終了 した、、終了後，直ちに 板 を載せ た 圧力板 上 で 休

憩姿勢 を保持 した。休憩姿勢 は，運動負荷直後 （座

位 ），1 分後 （仰臥位 ），2 分後 （座位 ），3 分後 （仰

臥位 ） と交 互 に 変化 さ せ た 『座 位
一
仰 臥位』 の 他 ，

同様に 『
仰臥位

一立 位』，『立 位一座位 』 に つ い て 測

定を行 っ た、， 心弾動図 は身体に対する上 下 並 びに前

後方向，す なわ ち，脊椎 を走 る 頭尾方向 と矢 が 胸 を

員 く腹背方向 の 2方向 に つ い て 測定 した。デ
ー

タ に

は各休憩姿勢 の 心 弾動図か ら心拍数 10拍間 に お ける

振幅 （山谷値）の 平均 を用 い た ，ま た，測定の 際，

呼吸 を制 限す る （息を止 め る ） よ う指示 を与 えた 。

【結果 ・考察】休憩姿勢に よ り心弾動図 に お ける振

幅 パ ターン は異な り，各姿勢 固有 の 振幅パ タ ーン を

示す こ とが明ら か となっ た u しか しなが ら，立位姿

勢 に お け る 腹 背方 向 の 振 幅 は 明 らか な身体の 揺 れ

（ノ イ ズ）を含 む 結果 と な っ た，、休憩姿勢 3 種を比

較す る と 「
仰臥位 』 に お い て 最 も明瞭な振 幅 パ タ

ー

ン が 得 ら れ た 。 安静 時 に お け る 振 幅量 顧 尾 200g

重前後，腹 背 100g重前後）と比較 し，運動負荷直

後 の 振 幅値 は 約 2 倍 の 値 （頭 尾 400g 重 前後，腹背

200g重 前後）を 示 した 。 以 上 の 結果 よ り，休 憩 中

の 姿勢変化が 心弾動 図 に 影響を 及 ぼ す と推察 され

た。

42．血管系および血液循環系 とコ ロ トコ フ音 の周波

　数特性

　　 加 藤 好信 （皆 備 国際 大 学判 会 福祉 学都 1，韓 　在都 （早

　 　 稲 田 大学 理 工 学 部 ），永 田　晟 （
lll．稲 出 大学 人問科 学

　　部）

目的 ：聴診法 に よ る 血圧測定時 に 聞 くコ ロ トコ フ 音

〔以 下 K 音）は，年齢や運動経 験 の 有無 に よ っ て

そ の 音質が 異な る こ とは よ く知ら れ て い る，， 前回 の

報告で ，K き の 膏質を FFT 解析す る こ と に よ っ て

周波数特性 と して あ ら わ し，血、圧 測定時の 第 2点 と

第 4 点の K 音 の 周波数に お い て ，安静時 よ り運動

時，若年者 よ り高年齢者 の 方が高 い ピーク 周波数を

示す こ とが明 らか とな っ た。そ こ で 本研究 で は，r缸

圧測定時 の 第 2 点お よ び 第 4 点に相 当す る
．一

定圧 で

の K 音を 連続記録 し
， 加算平均 す る こ と で よ り顕

著な周波数特性と し，血 液循環系 お よ び 血 管系 と の

関連 に つ い て検討する こ とを 目 的 と し た 。

方法 ：被検者 は 29歳 か ら60歳 まで の健康な男女10名
で あ っ た 、，そ れ ぞ れ の 被検者 は 安静時の 血 圧 を測定

した後 に，最高血圧 の 90％を第 2 点 の 圧 として，ま

た最低血 圧 の 110％ を第 4 点 の E と して
一

定 圧 で 10

拍程度 K 音 を 記録 した、， そ の 後 ， 自転車エ ル ゴ メ
ー

ター
を用 い て 最大 ドで 5 分間運動 を行 わ せ ，運動終

了直前の 血圧 を測定 し，安静時同様第2 点お よ び第

4 点 に相 当す る圧 を決定 した 、、運 動終了直後に決定

さ れ た
一

定圧 で K 音 を 10拍程度記録 し た 。 得 ら れ

た K 音 の 中か ら 3 拍 を選 び 加算 平均 を行 っ た後，

シ グナ ル プ ロ セ ッ サ
ー

を用 い て FFT 解析 を行 っ た。

結果 と考察 ：加 算平均 して FFT 解析 を行 っ た結果 ，

雑音と考 え られ る高い 周波数成分 が 消去 され，本 来

K 音の 成分 で あ る200Hz以 ドの 周波数成分が よ り顕

著に得ら れ た 、 第 4 点に相当する一定圧 で 得 られた

K 音 の 周波数 ス ペ ク トル に お い て は，ピーク周波数

で 安静時 と運動後 で は 差 はみ られた もの の ，年齢と

の 相関 は 得 られ なか っ た。第 2 点 に 相当す る
一

定圧

で は
，

ピ ー
ク周波数 に お い て

， 安静時 と運動後お よ

び年齢と 5 ％水準で有意な相関関係が え ら れ た 。 ま

た，安静時 お よ び 運 動後に お け る 由旺 値と ピーク周

波数 と の 間 に は 有意な相関関係は得 られなか っ た 。

以 上 の 結 果か ら，第 2 点 の K 音 の ピー
ク 周波数 は

lfit流速度お よ び 血管弾性ま た は衝撃波が 血 管壁 に 与

え る振動成分をあ ら わ す と考え ら れ る 。
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